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内航ｺﾝﾃﾅ輸送の現状 

内航ﾌｨｰﾀﾞｰとﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ 

２０２０年９月１７日 

２０２０年代の総合物流施策大綱に関する検討会 
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事業概要 

● 八戸 

仙台 

東京 

横浜 

御前崎 

常陸那珂 

清水 

小名浜 

姫路 神戸 
大阪 四日市 

名古屋 
岩国 

広島 

松山 

新居浜 

博多 門司 

大分 

徳山 

志布志 

● 
● 

● 

● ● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 
● ● ● 

● 
● 

● 
● 

ひびき 

今治 

● ● 
● 

● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 
● 

● 
● 

防府 
● 

川崎 

細島 

大竹 
● 

徳島 

● 

油津 

● 

● 

宇部 

和歌山 
● 

豊橋 ● 市原 

相馬 ● 

● 
高松 

● 

● 

苫小牧 
● 

● 

釜石 

大船渡 

鹿島 岡山 

宇野 

● 
境港 

詫間 

伊予三島 

千葉 ● 

堺泉北 

2020.3月現在 ●ハブ港 ●定期港 ●不定期港（事前協議承認済） 

● 宮古 

● 長崎 

水島 

● 
福山 

● 八代 

● 川内 

● 鹿児島 
内航ｺﾝﾃﾅ船 

内航ｺﾝﾃﾅ船 

内航ｺﾝﾃﾅ船 内航ｺﾝﾃﾅ船 

社名      井本商運株式会社 （内航海運業） 

設立      昭和４８（１９７３）年６月 

本社      神戸市 

資本金     ９５百万円 

輸送個数   ５９１千TEU （２０１９年度）  

売上      １１８億円 （２０１９年度） 

運航隻数   ２８隻    100TEU型8隻、200TEU型15隻 

                  400TEU型3隻、600TEU型2隻 

国内寄港地  ５９港 （不定寄港16港を含む） 

定期航路 ３９航路 （週１便以上の定期配船） 

内航ｺﾝﾃﾅ船 

内航ｺﾝﾃﾅ船 

● 
敦賀 

● 
伊万里 

● 熊本 

釧路 

函館 
● 

● 
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輸送量の推移 

東日本航路（京浜港ハブ） 

西日本航路（阪神港ハブ） 

阪
神
大
震
災 

０８年リーマン、１１年東日本震災で減少 

（千ＴＥＵ） 

（年度） 

９５年阪神大震災を機に東日本に進出 東
日
本
大
震
災 

リ
ー
マ
ン 

591 
603 
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井本商運 

62.4％ 

他社 

37.6％ 

２０１８年度 当社国内シェア 
（千ＴＥＵ） 
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0.4％増 

5.4％増 

前年度対比 3.5％増  

井本商運 

他社 

878 

538 

内航フィーダ－総輸送量（2018年度） 

567 

340 342 

909 

2001年度より内航総連合が、国内フィーダｰ輸送量を 
内航海運事業者とフェリー事業者よりアンケート調査を開始。 
当初2年毎調査でスタート、2005年度より毎年の調査となる。 

（年度） 
井本商運 他社 

参考：2017年シェア 61.3％ 
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内航フィーダー輸送の役割  

内航ﾌｨｰﾀﾞ船 八戸 

仙台 

東京 

横浜 
御前崎 

常陸那珂 

清水 

小名浜 

水島 姫路 神戸 

大阪 

四日市 
名古屋 

岩国 

広島 

松山 
新居浜 

博多 門司 

大分 

徳山 

志布志 

● 
● 

● 

● ● 
● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● ● ● ● 

● 

● 
● 

● 

ひびき 

今治 

● ● 
● 

● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 
● 

● 
● 

防府 
● 

川崎 

細島 

大竹 
● 

徳島 

● 
油津 

● 

● 
宇部 

和歌山 

● 
豊橋 

● 千葉 

相馬 ● 

● 高松 ● 

● 

内航ﾌｨｰﾀﾞ船 

内航ﾌｨｰﾀﾞ船 

内航ﾌｨｰﾀﾞ船 内航ﾌｨｰﾀﾞ船 

外航母船 
外航母船 

②外航母船抜港による代替輸送、 

  ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ時の ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ輸送 

③輸出入不均衡による、空ｺﾝﾃﾅの国内間輸送 

①基幹航路の外航船が寄港しない地方港と 

  ハブ港を接続するサービス 
外航船社・荷主企業 

各社にｻｰﾋﾞｽを提供 

●… 国際ｺﾝﾃﾅ戦略港湾(2010年8月指定) 

苫小牧 

● 

● 
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神戸港内航フィーダ船作業風景 （2015.10） 
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モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト 

環境に優しく安全で低ｺｽﾄな海上輸送を
活用した「広域静脈物流ﾈｯﾄﾜｰｸ」を形成 

出典 国土交通省 

静脈物流（産業廃棄物） 

動脈物流（内貨輸送） 

ｺﾝﾃﾅ船は多目的船 

⇒ 様々な貨物を海運にｼﾌﾄ可能 
   （例） 

    ・ 家電、雑貨などの一般貨物 

    ・ 鉄鋼、設備などの重量貨物 

    ・ 穀物、樹脂などの容積貨物 

    ・ 食品、飲料などの保冷貨物 

    ・ 油類、化学などの危険貨物 

● ● 
● 
● 

● ● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● ● ● ● 

● ● 
● ● 

● ● 
● 

● 

● 

● ● 

● 

● 

● ● 

● 

● 
● ● ● 

● 
● 

● 

● ● 

● 

● ● 

● 

全国寄港地： ５０港以上 

⇒太平洋側全域をカバー 

内航ｺﾝﾃﾅ船によるﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ 

内航ｺﾝﾃﾅ船の 

全国ﾈｯﾄﾜｰｸを活用 
コ
ン
テ
ナ
化 

コ
ン
テ
ナ
化 

動脈・静脈物流のﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ 

● 

● 

コンテナ船は多目的船である。 
国内既存コンテナ港湾の有効利用が可能。 
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海運へのモーダルシフトの可能性 

船  種 貨物・形態 運  賃 荷役料 運航 ﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ 

ﾌｪﾘｰ 
トラック 

シャーシ 
１台単位 

利用者 

荷主 
定時 ○ 

ＲＯＲＯ 
トラック 

シャーシ 
１台単位 運航者 定期 ○ 

ｺﾝﾃﾅ ｺﾝﾃﾅ １本単位 運航者 
定期/ 

不定期 
○ 

一般貨物他 
鋼材・紙・ 

長尺物等 

１隻・航海 

重量単位 
荷主 

定期/ 

不定期 
△ 

油槽船 
重油・軽油 

ガソリン等 

１隻・航海 

重量単位 
荷主 

定期/ 

不定期 
× 

ｹﾐｶﾙ 
石油化学製品 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ等 

１隻・航海 

重量単位 
荷主 

定期/ 

不定期 
× 

フェリー・ＲＯＲＯ・コンテナ船が既存の輸送 

形態をほとんど変更せずに移行出来る 
【船種別の輸送形態】 
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トラック型物流とｺﾝﾃﾅ型物流 

トラック型物流 コンテナ型物流 

役割分担 ・ 多頻度 少ロット 
・ きめの細かな高度な物流 
・ 宅配・共配・緊急品・ＪＩＴ 
 

・ 中頻度 中、大ロット 
・ 長距離の幹線輸送 
・ 素材系・重量物・ リサイクル・廃棄物 

特徴 ・ リードタイムが短い 
・ 小回りが利く 
・ 緊急対応ができる 
 

・ 物流コストが安い 
・ 大量・長距離輸送が得意 
・ 環境負荷が小さい 

ボーダレス 
な視点 

・ 国際化が必要 
 
  RORO船・フェリーとの連携で、 
  国内のみならず極東近海 
  にも高度な物流を展開する 
  

・ ISO規格の国内標準化が必要 
 
  ISO規格の、既存の外貿用インフラを 
  内貿用インフラとしても活用する事で 
  規模の経済を実現し、我が国の立地 
  競争力を高める 

・ 日本の物流を 「トラック型」 と 「コンテナ型」 に大別し、双方を強化する。 

・ 「コンテナ型」はＩＳＯ規格の２０ＦＴ、４０ＦＴ、コンテナを主軸に置く。 

・ 「トラック型」 「コンテナ型」共に、ボーダレスな視点から捉える。 
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・ 我が国のコンテナ型物流はコンテナ規格を国際（ISO）と国内（JIS）で分断し、互換性を無くした事によって 
  ダブルスタンダードとなり、全てのモジュールで二重投資が発生する事態となっている。 
・ また、ＩＳＯ規格のインフラには、各々個別に「国内貨物への使用を制限する規制」が設けられた。 

国際は国際 （ＩＳＯ規格： ２０ＦＴ／４０ＦＴ型） ⇒ 国内貨物への使用を制限 

国内は国内 （ＪＩＳ規格： １２ＦＴ／３１ＦＴ型） 

幹線輸送モード ターミナル コンテナ 集配車両 

２０/４０ＦＴｺﾝﾃﾅ船 

１２ＦＴｺﾝﾃﾅ船 

１２ＦＴ貨物列車 

２０/４０ＦＴ外貿埠頭 

１２ＦＴ内貿埠頭 

１２ＦＴ貨物駅 

２０/４０ＦＴｺﾝﾃﾅ 

１２ＦＴｺﾝﾃﾅ 

３１ＦＴｺﾝﾃﾅ 

２０/４０ＦＴｺﾝﾃﾅﾄﾚｰﾗ 

１２ＦＴｺﾝﾃﾅﾄﾚｰﾗ 

１２ＦＴｺﾝﾃﾅﾄﾗｯｸ 

規格分断が生んだ 「二重投資」 



LOGO 

www.imotoline.co.jp 

11 

輸送ｲﾝﾌﾗの共用 
輸出入貨物のﾌｨｰﾀﾞｰ輸送 国内貨物のﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ輸送 

ＩＳＯコンテナ化 

← 
トラック輸送貨物 

ＩＳＯ規格海上コンテナの国内標準化によって、輸出入貨物と国内貨物が 

「国内海上ｺﾝﾃﾅ輸送網」を共用できる環境を構築。規模の経済による好循環の実現を目指す。 

国内ｺﾝﾃﾅの取扱増加 

産業の国際競争力ＵＰ 

ｺﾝﾃﾅ物流（港湾・海運） 

の競争力ＵＰ 

輸出入ｺﾝﾃﾅの取扱増加 

産業の国内競争力ＵＰ 

輸送ｲﾝﾌﾗの共用 ⇒ 好循環の実現へ！ 

ｺﾝﾃﾅ物流（港湾・海運） 

の競争力ＵＰ 

②社会的課題に対する効果 

①経済的課題に対する効果 

・物流の省エネ化（ＣＯ２排出量削減） ・物流の省人力化（ﾄﾗｯｸﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ不足対策） 

・物流の多ルート化（災害時の代替輸送網） ・物流の安全化 （長距離陸送削減による事故・渋滞減） 

国内海上ｺﾝﾃﾅ輸送網 

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.shiga-murata.com/rent-box/image/20ft01.jpg&imgrefurl=http://www.shiga-murata.com/rent-box/index.html&usg=__6FvaZBlFFWIobPgEURxmTcUja9k=&h=259&w=375&sz=21&hl=ja&start=4&tbnid=AgLduqdSnInlYM:&tbnh=84&tbnw=122&prev=/images?q=%E6%B5%B7%E4%B8%8A%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%8A&hl=ja&gbv=2&tbs=isch:1&itbs=1
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.shiga-murata.com/rent-box/image/20ft01.jpg&imgrefurl=http://www.shiga-murata.com/rent-box/index.html&usg=__6FvaZBlFFWIobPgEURxmTcUja9k=&h=259&w=375&sz=21&hl=ja&start=4&tbnid=AgLduqdSnInlYM:&tbnh=84&tbnw=122&prev=/images?q=%E6%B5%B7%E4%B8%8A%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%8A&hl=ja&gbv=2&tbs=isch:1&itbs=1
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.shiga-murata.com/rent-box/image/20ft01.jpg&imgrefurl=http://www.shiga-murata.com/rent-box/index.html&usg=__6FvaZBlFFWIobPgEURxmTcUja9k=&h=259&w=375&sz=21&hl=ja&start=4&tbnid=AgLduqdSnInlYM:&tbnh=84&tbnw=122&prev=/images?q=%E6%B5%B7%E4%B8%8A%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%8A&hl=ja&gbv=2&tbs=isch:1&itbs=1
http://www2.nes.nec.co.jp/scripts/NESClipart/NESclipart_download.cgi?Dirnm=car&Clip=car04
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.shiga-murata.com/rent-box/image/20ft01.jpg&imgrefurl=http://www.shiga-murata.com/rent-box/index.html&usg=__6FvaZBlFFWIobPgEURxmTcUja9k=&h=259&w=375&sz=21&hl=ja&start=4&tbnid=AgLduqdSnInlYM:&tbnh=84&tbnw=122&prev=/images?q=%E6%B5%B7%E4%B8%8A%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%8A&hl=ja&gbv=2&tbs=isch:1&itbs=1
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.shiga-murata.com/rent-box/image/20ft01.jpg&imgrefurl=http://www.shiga-murata.com/rent-box/index.html&usg=__6FvaZBlFFWIobPgEURxmTcUja9k=&h=259&w=375&sz=21&hl=ja&start=4&tbnid=AgLduqdSnInlYM:&tbnh=84&tbnw=122&prev=/images?q=%E6%B5%B7%E4%B8%8A%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%8A&hl=ja&gbv=2&tbs=isch:1&itbs=1
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.shiga-murata.com/rent-box/image/20ft01.jpg&imgrefurl=http://www.shiga-murata.com/rent-box/index.html&usg=__6FvaZBlFFWIobPgEURxmTcUja9k=&h=259&w=375&sz=21&hl=ja&start=4&tbnid=AgLduqdSnInlYM:&tbnh=84&tbnw=122&prev=/images?q=%E6%B5%B7%E4%B8%8A%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%8A&hl=ja&gbv=2&tbs=isch:1&itbs=1
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日本のコンテナ港湾 

仙台 

東京 

横浜 

常陸那珂 

清水 

神戸 
大阪 

四日市 

名古屋 
広島 

博多 門司 

志布志 

● ● 
● 

● ● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● ● ● 
● 

● 
● 

● 

● ● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

下関 

川崎 

新潟 

● 

● 

● 

苫小牧 ● ● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 
● 

● ● 

● 

● 

● 

● 

● 

赤字：国際ｺﾝﾃﾅ戦略港湾 

●那覇 

既存設備の有効利用による 
海上ｺﾝﾃﾅ物流ネットワークの構築 

資料：日本海事新聞社（２０１６．１２月現在） 

港湾 港   名 港数 

８大港 東京､横浜､清水､名古屋 

神戸､大阪､北九州､博多 

 ８港 

地方港 苫小牧､仙台､常陸那珂､新潟､四日市 

広島､松山､大分､志布志､那覇など 

56港 

内航のみ 宮古､大船渡､相馬､東播磨､新居浜 5港 

合   計 69港 
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災害発生後の物流 （物流の維持） 

被災地域 

海上輸送・陸上輸送 

迂回輸送 

サプライチェーンの維持 物流の多ルート化・多モード化 

仕出地 仕向地 

× 
× 

物流 物流 支援 

物流 

× 

瓦礫 



LOGO 

www.imotoline.co.jp 

14 

２０ＦＴコンテナトレーラ 

２００トントラッククレーン ２４トンフォークリフト 

２０ＦＴコンテナ 

内航ｺﾝﾃﾅ船 

荷役・物流機材は災害派遣可能 （新宮港の例） 

【現地にて手配】 

① 被災地最寄りの公共埠頭 

② 港湾における荷役作業メンバー 

 

【神戸より派遣】 

① ７４９ＧＴ内航コンテナ船   １隻 

② ２０ＦＴコンテナ           ４００本 

③ ２４トンフォークリフト       １台 

④ ２００トントラッククレーン   １台 

⑤ ２０ＦＴコンテナトレーラ      ５台 
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2011年 台風１２号 災害廃棄物海上輸送 
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2011年 東日本大震災 瓦礫輸送 

宮古 

大阪 
● 

仙台 

門司 

● 

● 

● 

石巻 

北九州 
● 

● 

７４９ＧＴ型コンテナ船による 

週１便の定期配船 

４９９ＧＴ型コンテナ船による 

週１便の定期配船 
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● 

四日市 

東京 ● ● 

常総市瓦礫仮置場 

常総市は豪雨による 
災害廃棄物処理実行計画を11月に策定。 

災害廃棄物量 93,500㌧ 
(下妻市仮置き場は３月までに終了) 

1月２７日搬出開始  
499型コンテナ船にて東京港より 
四日市港への輸送を開始する。 

 

２月中旬より大型船「なとり」の定期航路
を活用し神戸港経由の輸送を追加する 

 

 
  

常総市より民間業者に県外搬出の 
入札が行われる。数量23,000㌧ 

（国庫による財政支援） 
 
 

常総市 
●  

2015年9月 関東・東北豪雨災害 瓦礫輸送 

千葉 ● 
● 

神戸 伊賀市処分場 
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2016年 熊本地震 瓦礫輸送 

● 

大阪 
伊賀市 

● 

熊本 

輸送経路    ：  熊本港⇒大阪港⇒伊賀市 
使用船舶    ：  499GT型船(72ＴＥＵ積）２隻 
開始時期    ： 2016年6月13日(週３便・約7ヶ月）  
輸送対象量 ： 約3.8万トン（3800ＴＥＵ） (熊本市) 

災害瓦礫の『広域海上輸送』を実施 

● 

廃棄物専用コンテナ 

499GT型船 

円滑な災害廃棄物処理に貢献 

【D.Waste-Net】 
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2018年 西日本豪雨 瓦礫輸送 

● 
大阪 

伊賀市 

● 

広島 

被災地  ：  広島県、岡山県 
積 地   ：    広島、福山、水島 
揚 地    ：    神戸、大阪、和歌山 
航 路    ：   定期航路利用   
開始時期 ：   2018年7月より(約6ヶ月）  
輸送量   ：   約2.3万トン（2200ＴＥＵ）  

災害瓦礫の『広域海上輸送』を実施 

● 

廃棄物専用コンテナ 

廃棄物積込み 

● 
● 

● 

● 

福山 水島 

和歌山 

神戸 

● 

● 

三木市 

御坊市 
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トレードレンズ （ＩＢＭ、Ｍａｅｒｓｋ） 
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トレードレンズと社内ｼｽﾃﾑ接続 

外航船社（荷主） 

トレードレンズ 

BOOKING情報の 
  取り込み（EXCEL） 

動静情報等の 
  提供（API） 

内航船 

貨物情報 
（WEB） 

動静情報 
（WEB） 

コンテナ・ターミナル 

積載 
プラン等 
（WEB） 

BOOKING情報の 
  取り込み（API） 

BOOKING 
情報
（API） 

搬出入情報 
コンテナNo. 

VGM 
コンテナ危険物明細書 

（API） 

通信 
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  自律運航実証実験 

【目的】 

１．安全運航の維持・向上 

２．船員の労務軽減 （高齢化、船員不足対策） 
 

【目標】 

１．認知 （他船、海気象など） 

２．判断 （衝突リスク、避航の必要性など） 

３．操船 （具体的アクション）  

３つのステップに基づき長距離無人航行（含む離着桟）を実現。 

【実施内容】 

ＭＯＬスマートシッピング部、三井Ｅ＆Ｓ、古野電機、井本商運で、コンソーシアムを組織。 

既存船に無人航行システムを装着し、既存航路で実験航海。 

【当社参加船】 

みかげ（７４９Ｇ/Ｔ、自社船員配乗） 

【航路】 

敦賀港（福井県）～境港港 （鳥取県） 

【自律化範囲】 

離岸～航行～着岸 

【スケジュール】 
（予行）2021/5月7月9月11月  （本試験）2022/1月、2月 
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１．国際ｺﾝﾃﾅ戦略港湾構想について、 
  内航フィーダー輸送は重要な役割である 
２．モーダルシフトにおいて内航コンテナ輸送は、 
  重要な輸送手段である 
３．災害時物資輸送路の確保について、 
  内航コンテナ輸送は重要である。 

連携 

内航フィーダー輸送の競争力強化 
モーダルシフト（環境問題）及び 

災害時物資輸送に貢献 

内航コンテナ輸送とモーダルシフトについて 
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       〒650-0035 
        神戸市中央区浪花町59番地 神戸朝日ビルディング19階 
       連絡先  営業部 海コン便事業課 
       TEL ： 078-322-1604 ／ FAX ： 078-322-1625 
       Mail ： sales@ml.imotoline.co.jp 


